


春暖の候、各位におかれましては益々ご清栄の段、
心よりお慶び申し上げます。また、日頃から当学会の
活動に格段のご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上
げます。

高質な交通と文化は、産業活動の発展に寄与すると
ともに生活の便利さと豊かさを支え、急速に進む情報
化社会でも重要な役割を果たしています。とりわけ自
動車交通の発展は、公共的・私的なモビリティの質的
・量的な拡大をもたらしています。しかし、一方では
交通事故、環境汚染、資源消費など多くの深刻な問題
を抱え、更には、高齢化や都市・地方の再生といった
社会的な問題も喫緊の課題となり、持続可能な優れた
モビリティ社会実現に向けたグランドデザインの理念
構築、実践的問題解決のための調査研究および提案、
継続的な教育支援活動などが求められています。

国際交通安全学会は、交通とその安全・安心のため
の学際的かつ国際的な視点からの取り組みが活動の指
針であり責務と考え、活動を進めてまいりました。今
後とも、関係各位の変わらぬご支援、ご協力を賜りま
すことを切にお願い申し上げる次第です。

さて、この度、当学会定例の研究調査報告会、なら
びに学会賞贈呈式を下記のように催すこととなり、皆
様に御案内申し上げます。ご多用中とは存じますが、
万障御繰り合わせの上ご出席を賜れば幸甚に存じます。

日時：平成 2 2 年4 月 1 6 日（金） 午後1時 3 0 分
会場：経団連会館・ホール（2 F）

（東京都千代田区大手町1－3－2 T E L ： 0 3 - 6 7 4 1 - 0 2 2 2）

ごあいさつ

財団法人 国際交通安全学会

会　　長 小 口 泰 平

記

内容：研究調査報告会は、平成 2 1 年度に成果が明らか
になった研究プロジェクトの中から 4テーマに
ついて御報告申し上げます。
また、国際交通安全学会賞は、交通と安全に関
して、多大の貢献をした業績等を顕彰させてい
ただくもので、今回は 3 1 回目となります。

お願い：お手数ではございますが、同封のハガキにて、御出欠を4月
9日（金）まで（必着）にお知らせ下さい。














